
 

 

 

 

 

 

 長崎県手をつなぐ育成会では、「長崎よかよか隊」を講師に招き、知的障害疑似体験研修

を県内の各地域で実施します。障害理解が広まり誰もが住みやすい地域共生社会となるよう

知的障害のある人たちが感じている不自由さや生きづらさを体験してみてください。 

 
 

ぼくたちは「伝えたいのに伝わらない、 

分かりたいのに分からない」もどかしさを抱えて生活しています。 

「もっとわかりやすく説明してくれたらなｱ」といつも思っています。 

「困らせたいわけじゃないのに、周りの人が困った顔をするので、 

どうしたらいいか分からなくなって、 

悲しくなったりモヤモヤしてしまうんだ～。」 

「長崎よかよか隊」ができたわけ… 

知的障害のある子の親は、周囲の無理解な言動に傷ついたり、悲しい思いをすることがあります。それ

は私たちが障害のある子を授かるまで障害についてあまり知らなかったように、多くの人も「知的障害

について知る機会がなかった」からかもしれません。そこで、長崎市育成会では、理解啓発キャラバン隊

「長崎よかよか隊」を結成し、知的障害や発達障害の疑似体験を通して、ひとりでも多くの人に理解して

もらうための活動を始めました。 

どんな内容なの？ 

 難しいことは何もありません。参加して、体験する。そんな研修会です。 

 ＜研修会の体験プログラム＞ 

☆ゲナ帝国へようこそ…「ゲナゲナ」としか話さないゲナ星人と遭遇。意思疎通の手段は？ 

☆絵に描いてみよう…どう説明すれば伝わりやすくなる？ 

☆「分かってほしい知的障害・発達障害」…知的障害・発達障害ってどんな感じ？ 

☆シングルフォーカス…興味のあるものにしか目がいかないと、周りが見えなくなります。 

☆指使い体験…指先の感覚が鈍いと、いつもは簡単にできる作業もひと苦労。 

☆感覚過敏と低反応…発達障害の人に多く見られる感覚過敏または低反応とは？ 

☆「A くんのいちにち」…いくつもの生きづらさを抱えている A 君の一日を追うストーリー。 

 

講師：長崎市手をつなぐ育成会 キャラバン隊「長崎よかよか隊」 

お申込み・お問い合わせ 

一般社団法人 長崎県手をつなぐ育成会（長崎市茂里町３-２４） 

☎ ０９５-８４６-８７３０（担当：三村・野澤）        info@ikusei-nagasaki.jp  
又はホームページ（http://www.ikusei-nagasaki.jp/）よりお申込みください。 

新型コロナ対策ガイドラインに基づき、事前申込をお願いしております。 
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